2009年6月28日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋美由紀

『타인의 삶』 鄭美景（정미경）　李孝石文学賞 受賞作品集2008　 
◆作家プロフィール

1960年 慶尚南道　馬山生まれ。

梨花女子大学校 英文科卒業。

1987年 中央日報 新春文芸 戯曲部門に《폭설》が当選。

2001年 季刊誌「世界の文学」小説部門で短編小説《비소 여인》が当選。

2002年 《장밋빛 인생》で今日の作家賞受賞。

2006年 《밤이여 나뉘어라》で第30回李箱文学賞を受賞。
*夫は画家でもある김병종（金炳宗）ソウル大学教授。
短編集：『나의 피투성이 연인』,『발칸의 장미를 내게 주었네』,『내 아들의 연인』

長編  ：『장밋빛 인생』,『이상한 슬픔의 원더랜드』

· あらすじ

多忙な新聞記者として働く主人公には外科医の婚約者がいる。ある日彼から花見に出かけようと誘われるが、仕事上のミスで心身ともに疲れ切っていた主人公は誘いを断り、家で食事をすることにした。その時偶然テレビで修行僧のドキュメンタリーを見た彼は後日山寺に体験修行に出かけ、１年後には突然病院を辞めて出家すると言い出す。最終的には別れを受け入れる覚悟を決めるが、本人の口から語られる理由は主人公には納得できないものだった。

一方、主人公は彼の親友でもある同僚から思わぬ事実を聞かされていた。彼が病院内で使用する医療用麻薬に手を出し、それが発覚して病院をやめるはめになったというものであった。

◆登場人物

　ユジョン･･･主人公で新聞記者。婚約中の恋人がいる。

オヒョンギュ･･･ユジョンの恋人で外科医。突然の出家宣言をする。

ミジョン･･･ユジョンの妹で大学生。ユジョンと同居している。

ヒョンギュの母･･･一人息子の出家を引き止めるようユジョンに哀願する。

Ｃ･･･外科医。ヒョンギュの親友兼同僚。

N教授･･･入試の不正問題に連座。ユジョンの大学の先輩にあたる。

◆時間の流れ

一年前の４月　花見の誘いを断る

（主人公、ヒョンギュ共に仕事上での問題が発生している）

　　　　　　　　↓

二ヵ月後、ヒョンギュが夏安居に行く（普段と違った行動が見え始める）

　　　　　　　　↓

誰にも告げずヒョンギュ冬安居に行く

　　　　　　　　↓

４月　突然の出家宣言⇒３日後に電話がつながり、その後毎日説得⇒決裂

↓

連絡を絶って１０日後、ヒョンギュが頭を丸めた姿で主人公の前に現れる（冒頭部分）

　　　　　　　　↓

ヒョンギュの母に呼び出され、何としてでも引き止めるよう哀願される

　親友兼同僚に会い、出家の理由について心当たりを尋ねる⇒新たな事実が発覚

◆出家宣言に対する反応

　主人公･･･当惑していたが説得を試み、うまくいかず怒りすら感じるが最後には諦める

　ヒョンギュの母･･･主人公に泣いてとりすがり、子供を作ってでも引き止めるよう頼む

　ミジョン･･･傍観者として姉にうまく立ち回るようアドバイスする

◆出家の理由

　・夜桜見物拒否

　・心臓移植手術の失敗

　・麻薬流用の発覚

　・車の窓に舞い降りた花びら１枚

◆その他

　얇은 종이를 구기듯 무심하게 웃는 모습이 참 멀다.

　苺

　

